












Efects of maternal separation on feeding behavior of rats in later 
life 
(ラッ トにおける母仔分離ストレスが成長後の摂餌行動におよぼす影響)























は12週齢に 6日間の 2時間の時間制限給餌を加えた。その後自由摂餌に民したとき にみられるrebound
hyperphagia時の24時間摂餌届を測定し、時仔分離を行わなかった群と比較したの reboundhyperphagia 
時の摂制量については、 6週、 9週齢の雌の母{子分離ラッ トで有怠に増加した。このため 9週齢雌ラット
のreboundhypcrphag'ia前後で脳内線条体でのdops.mine、serotoninとその代謝産物についてmicrodia・
， 2?-8-
Iysis法を用いて測定したG その結果、 rcdoundhypcrphagia時の線条体にてdopamine代謝には変化が
認められなかったが、 serotoninで、は代謝瓦進が認められたc
以上のことから幼小児期にうけたストレスが思春期の摂食行動にまで影響を及ぼし、これにはserotonin
系の機能異常が関連しているロI能性がy示唆された。
卒論文では、幼小児期にうけたストレスが思春期の摂食行動にまで影響を及ぼし、それにはserotonm系
の機能異常が関連している可能性を示した。よって本論文は博士(医学)の学軌を侵与するに値するもの
と判定された。
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